
令和８年４月 17 日 

保護者の皆様 

品川区立荏原第五学校 校長 髙木 賢太郎 

 

通学路の浸水が見込まれるような大雨の時の対応について 

 

 日頃より学校の教育活動に御協力いただき、誠にありがとうございます。 

昨年の９月 11日の大雨のような状況が発生し、下校する生徒の危険が予想される場合

には、生徒の安全を確保するために、下記のような対応をとらせていただきます。 

どうぞ御理解と御協力をいただけますようお願い申し上げます。 

 

記 

＜今後の対応＞ 

１．危険と思われる規模の大雨が降っている間は、学校内に待機する。 

２．天候の回復を待って、教職員が通学路の危険箇所（ハザードマップで危ない地域等）

を確認する。 

３．問題がなければ、その後に各自で下校する。 

４．水没箇所が多い場合には、全生徒に周知する。また、下校ルートが水没している生徒

は、地域班で集団下校を行う。 

５．天候が回復しない、またはすでに暗くなっている等の状況では、状況に合わせて保護

者に引き取りを依頼する。 

６．電車等の公共交通機関を登下校に使っている生徒について、交通機関が止まっている

場合は、以下のＡ～Ｂの対応をとる。 

Ａ 運転見合わせが解除されるまで学校で待機する。その際、保護者と連絡を取り合い、

時間帯や状況に合わせて、引き取りを依頼する。 

Ｂ 公共交通機関を使っているものの、通学徒歩圏内（中延駅・荏原中延駅など）から通

っている生徒は、集団下校の地域班で下校する。 

 

 

これらのことは、大雨が降った際には改めてご連絡します。 

ただし、メール配信には時差が生じることもあるので、ＰＴＡと協力して周知します。 

ＰＴＡのＳＮＳのご活用もご検討ください。 

 

 

【 参考 】令和７年９月 11日の大雨の状況について 

 ① 品川区のハザードマップにある地域が、主に浸水した。 

 ② 特に中原街道は全体的に浸水して、渡ることが困難であった。 

 ③ 旗の台駅近くの線路が水没し、ゴミが堆積するなどして、長時間にわたり電車が動

かなくなった。 

 


